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5月28日〜6月11日

第
四
次
一
括
法
の
成
立
を
受
け
、 

森
会
長
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

５
月
28
日
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
第
四
次
一
括
法
）」の
成

立
を
受
け
、
森
会
長
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
政
府
に
お
い
て
、
財
政
需
要

に
見
合
っ
た
財
源
措
置
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

や
職
員
派
遣
な
ど
の
支
援
措
置
を
確
実
に
講
じ
る

と
と
も
に
、
今
後
に
お
い
て
、
提
案
募
集
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
実
現
し
て
い
な
い
事
項
に
つ

い
て
も
、
地
方
の
創
意
を
活
か
し
た
分
権
型
社
会

の
実
現
の
た
め
、
移
譲
等
に
向
け
積
極
的
に
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

 

［
行
政
部
］

「
第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回
専
門 

小
委
員
会
」の
地
方
六
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に 

清
水
・
立
川
市
長
が
出
席

　

６
月
２
日
、「
第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回

専
門
小
委
員
会
」
に
お
い
て
、
今
後
の
審
議
事
項
に

つ
い
て
地
方
六
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

本
会
か
ら
行
政
委
員
会
委
員
長
の
清
水
・
立
川
市

長
が
出
席
し
た
。

　

清
水
・
立
川
市
長
か
ら
は
、
①
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
分
権
を
よ
り
一
層
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
都
市
に
お
け
る
施
策
の
選
択

の
可
能
性
を
広
げ
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
遂
行
に
当
た
っ
て

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
や
、
地
方
自
治
体

間
の
連
携
が
有
効
な
手
段
に
な
る
こ
と
、
③
地
域
の

活
性
化
を
図
る
上
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

こ
と
も
重
要
な
観
点
で
あ
る
こ
と
、
④
長
と
議
会
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
均
衡
と
抑
制
の
状
態
が
望
ま
し

い
こ
と
、
⑤
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
、
住
民
訴
訟
に
お
け
る
首
長
等
の
賠
償
責
任
に
つ

い
て
、
丁
寧
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
等
に
つ

い
て
、
立
川
市
に
お
け
る
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

都
市
の
立
場
か
ら
発
言
を
行
っ
た
。

 

［
行
政
部
］

水
産
都
市
協
議
会
長
の
長
谷
川
・
根
室
市
長
が
、 

大
島
・
自
由
民
主
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議

会
長
は
じ
め
水
産
関
係
国
会
議
員
他
と
水
産
施

策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

水
産
都
市
協
議
会
長
の
長
谷
川
・
根
室
市
長
は
、

６
月
５
日
、
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
、
大
島
・

自
由
民
主
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議
会
長
、
松

村
・
水
産
部
会
長
、
山
本
・
水
産
基
本
政
策
小
委

員
長
、
金
子
・
同
委
員
長
代
理
、
伊
東
・
衆
議
院
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議
員
（
元
・
釧
路
市
長
）
は
じ
め
、
本
川
・
水
産
庁

長
官
、
新
井
・
漁
政
課
長
な
ど
と
水
産
施
策
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
水
産
庁
の
新
井
・
漁
政
課
長
か
ら
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
長
谷
川
・
根
室
市
長
か
ら
は
、
①
海
水
温
の

上
昇
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
環
境
の
変
動
に
よ
る
漁

獲
魚
種
の
変
化
や
水
産
資
源
の
減
少
な
ど
、
喫
緊
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
、

②
燃
油
高
騰
対
策
や
漁
業
経
営
安
定
対
策
な
ど
の
各

施
策
に
つ
い
て
は
、
補
償
水
準
や
参
加
要
件
の
見
直

し
等
を
行
い
、
漁
業
者
が
持
続
的
に
漁
業
経
営
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

等
に
つ
い
て
発
言
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
６
月

３
日
開
催
の
第
38
回
水
産
都
市
協
議
会
総
会
で
決
定

し
た「
水
産
施
策
等
の
充
実
強
化
に
関
す
る
提
言
」の

内
容
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
大
島
・
自
由
民
主
党
水
産
政
策
推
進
議

員
協
議
会
長
か
ら
は
、
こ
れ
を
機
会
に
こ
の
よ
う

な
意
見
交
換
を
行
う
場
を
設
け
、
水
産
業
の
再
生

を
図
り
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

 

［
経
済
部
］

「
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」に
森
会
長
が

出
席
し
、
骨
太
の
方
針
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

６
月
10
日
、「
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」

が
総
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
地
方
六
団
体
か

ら
は
本
会
の
森
会
長
を
は
じ
め
各
代
表
が
、
総
務

省
か
ら
は
新
藤
・
総
務
大
臣
を
は
じ
め
政
務
三
役

等
が
出
席
し
た
。
会
議
で
は
、
新
藤
・
総
務
大
臣

か
ら
冒
頭
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
、
総
務
省

の
佐
藤
・
自
治
財
政
局
長
か
ら
、
６
月
９
日
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
４（
仮
称
）」骨
子
案
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
を
は
じ
め
と
す
る
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
し
、
そ
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
消
費
税
率
を
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、

②
事
業
の
大
半
が
地
方
単
独
事
業
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の
財

源
確
保
を
含
め
て
更
な
る
支
援
策
を
検
討
す
る
こ

と
、
③
法
人
実
効
税
率
を
引
き
下
げ
る
場
合
に
は
、

地
方
の
行
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
法
人
関
係
税
収
の
中
で
代
替
財
源
を
確

実
に
措
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

 

［
財
政
部
］

石
油
基
地
自
治
体
協
議
会
長
の 

佐
久
間
・
市
原
市
長
が
、 

自
由
民
主
党
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト 

再
生
・
強
靱
化
推
進
議
員
連
盟
会
合
で 

意
見
陳
述

　

６
月
10
日
、
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
自
由
民
主
党
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
再
生
・

総務大臣・地方六団体会合に参加する森会長はじめ地方六団体の代表（左）と新藤・総務大臣（右中央）
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強
靱
化
推
進
議
員
連
盟
会
合
」
に
石
油
基
地
自
治
体

協
議
会
長
の
佐
久
間
・
市
原
市
長
が
出
席
し
た
。

　

会
合
で
は
、
同
議
連
会
長
の
二
階
・
衆
議
院
議

員
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
黒
岩
・
神
奈
川
県
知
事
、

広
瀬
・
大
分
県
知
事
、
鈴
木
・
三
重
県
知
事
、
佐

久
間
・
市
原
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
抱

え
る
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
強
靱
化
対
策

等
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

　

佐
久
間
・
市
原
市
長
か
ら
は
、
①
立
地
環
境
の

改
善
、
人
材
の
育
成
、
操
業
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
よ
る
臨
海
部
工
業
の
競
争
力
の
強
化
、
②
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
火
災
を
教
訓
と
し
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化
等

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
民
有
護
岸

の
老
朽
化
対
策
の
拡
充
、
液
状
化
対
策
や
効
率
的

な
避
難
道
路
の
確
保
等
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

 

［
経
済
部
］

国
と
地
方
の
協
議
の
場 

（
平
成
26
年
度
第
１
回
）を
開
催
し
、 

森
会
長
が
出
席

　

６
月
11
日
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
官
邸
で

開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
森
会
長
が
出
席
し
、「
骨

太
の
方
針
の
策
定
等
」、「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
安
倍
・
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、「
地
方

に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
地
方
の

声
を
伺
い
な
が
ら
、
地
方
と
連
携
を
進
め
て
い
き

た
い
。
地
域
の
元
気
な
く
し
て
国
の
元
気
な
し
。

地
域
の
活
性
化
が
安
倍
内
閣
の
最
重
要
テ
ー
マ
で

あ
る
。
人
口
急
減
と
超
高
齢
化
へ
の
流
れ
を
変
え

る
た
め
に
、
地
域
に
根
差
し
た
抜
本
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
第
一
次
安
倍
内
閣
で
始

め
た
地
方
分
権
改
革
は
も
と
よ
り
、
個
性
を
活
か

し
自
立
し
た
地
方
を
作
る
た
め
に
必
要
な
改
革
を
、

地
方
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
安
倍
内
閣
に
お
い
て
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
」旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

協
議
に
入
り
、
ま
ず
、
骨
太
の
方
針
の
策
定
状

況
等
に
つ
い
て
甘
利
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経

済
財
政
政
策
）
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
後
、
森
会
長
か

ら
は
、「
人
口
の
急
減
と
高
齢
化
は
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

産
業
施
策
、
経
済
施
策
に
加
え
て
、
教
育
、
環
境

な
ど
、
様
々
な
分
野
を
総
合
的
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。
我
々
基
礎
自
治
体
が
施
策
を
総
合
的
に

実
施
す
る
場
全
国
市
長
会
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
横
串
に
し
て
、
統
一
的
に
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
の
体
制
も
、
特
に
人
口
減
対

策
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、
総
合
的
に
実
施
し

て
い
く
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

我
々
全
国
市
長
会
、
８
１
３
の
自
治
体
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
っ
て
工
夫
が
あ
る
。
伸
び

伸
び
と
新
し
い
施
策
が
出
て
く
る
よ
う
に
、
国
、

都
道
府
県
が
あ
ま
り
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
な
い
よ

う
に
、
各
市
が
工
夫
で
き
、
自
由
な
発
想
で
行
え

る
よ
う
に
支
援
策
や
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
消
費
税
の
10
％
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
今
の
財
政
状
況
を
見
れ
ば
非
常
に
重

国と地方の協議の場に出席する森会長（左）と安倍・内閣総理大臣（右）
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要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
国
民
が
消
費
税

ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
我
々
基
礎
自
治
体
の
単
独
事

業
も
含
め
て
、
政
策
に
関
わ
り
の
あ
る
市
民
に
実

感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
う

し
た
大
局
的
な
見
地
か
ら
、
我
々
は
自
分
た
ち
も

努
力
す
る
の
で
、
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
等
を
発

言
し
た
。

　

さ
ら
に
地
方
団
体
か
ら
は
、「
法
人
実
効
税
率
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
法
人
課
税
の
枠
組
み
の
中

で
所
要
の
代
替
財
源
を
確
保
し
、
地
方
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
大
前
提
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
、
少
子
化
に
つ
い
て
は
昨
年
の
補
正
予
算

で
30
億
円
が
措
置
さ
れ
た
が
、
今
あ
る
危
機
と
し

て
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」
等
の
発

言
を
し
た
。

　

次
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
新

藤
・
地
方
分
権
改
革
担
当
大
臣
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
後
、
森
会
長
か
ら
は
、「
提
案
方
式
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
発
意
に
対
し
て
国
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
基
礎
自
治
体
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
合

す
る
楽
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
長
岡
市
で
は
、

「
子
育
て
の
駅
」
と
い
う
国
土
交
通
省
所
管
の
公
園

と
厚
生
労
働
省
所
管
の
保
育
士
を
組
み
合
わ
せ
、

霞
が
関
の
縦
割
り
を
現
場
（
市
町
村
）
で
横
串
に
し

て
総
合
化
す
る
な
ど
、
新
し
い
福
祉
政
策
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
一
つ
の
決
め
手
と
し
て
地
方
都
市

の
持
っ
て
い
る
豊
か
な
資
源
、
子
ど
も
が
健
康
に

育
つ
た
め
の
環
境
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
」等
の
発
言
を
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］

森
会
長
が
、 

「
法
人
実
効
税
率
の
あ
り
方
の
検
討
に 

関
す
る
要
望
」の
実
現
方
に
つ
い
て
、 

自
由
民
主
党
の
溝
手
・
税
制
調
査
会 

副
会
長
等
に
要
請

　

６
月
11
日
、
森
会
長
は
、
自
由
民
主
党
の
溝
手
・

税
制
調
査
会
副
会
長
、
塚
田
・
参
議
院
財
政
金
融

委
員
長
、
長
島
・
衆
議
院
議
員
（
地
方
税
勉
強
会
メ

ン
バ
ー
）
に
面
会
の
う
え
、「
法
人
実
効
税
率
の
あ

り
方
の
検
討
に
関
す
る
要
望
」
の
実
現
方
に
つ
い
て

要
請
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
内
閣
府
、
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
等

に
お
い
て
、
法
人
実
効
税
率
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
法
人
関

係
税
収
の
６
割
が
地
方
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
、
法
人
実
効
税
率
を
引
き
下
げ
る
場
合
は
、

地
方
の
行
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
代

替
財
源
を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

 

［
財
政
部
］

溝手・自由民主党税制調査会副会長（左）に要請する森会長（右）
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